
いつも，インシデント報告ありがとうございます 

京大病院医療安全情報82 
深部静脈血栓塞栓症予防対策による 

【医療関連機器圧迫創傷のリスク】 
事例 
閉塞性動脈硬化症の患者。深部静脈血栓塞栓症予防のため
に巻かれた弾性包帯によって、新たに下肢潰瘍が発生した。 
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医療安全管理マニュアル【術後静脈血栓塞栓症予防対策マニュアル】より抜粋 

下肢血流が低下している患者・糖尿病患者・リンパ浮腫を有する患者
の弾性ストッキングや弾性包帯使用に関しては、有害事象発生のリス
クを考慮して最終的に主治医がその適応を判断する必要があります。 
患者さんへ必要性とリスクを説明することが大切です。 



インシデントから学ぶ、「看護ケア」です 
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医療安全管理室 
褥瘡対策チーム 作成 

【褥瘡対策マニュアル】より抜粋 

日本褥瘡学会のガイドラインに基づいて、以下のマニュアルを改訂しています。 
 

・術後静脈血栓塞栓症予防対策マニュアル 
・褥瘡対策マニュアル 

弾性ストッキング（包帯）・間欠的空気圧迫装置使用中は 
 

1日２回以上の観察が必要になりました。 


